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Ⅰ．研究目的
　新たな知識や技術の活用により社会の進歩や変化の
スピードが速まる中，教員の資質能力向上は我が国の
最重要課題であり，世界の潮流でもあるとされ、これ
まで以上に教員養成を担う大学における教職課程の質
の保証と向上が求められている 1）。
　周知のように、現行の保健体育における学習指導要領
には生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツラ
イフを実現する観点から目標と内容が提示されている2）。
体育では、学習したことを実生活や実社会で生かし、運
動の習慣化につなげること、技能や知識、思考力・判断力・
表現力等、公正・協力・責任・参画等の態度をバランス
よく育むことや、保健においては、少子高齢化や疾病構
造の変化による現代的な健康に関する課題解決的な学習
や、自他の健康の保持増進を目指した主体的・協働的な
学習の充実等が要請されている。さらに新学習指導要領
においては、「主体的、対話的で深い学び」の実現に向け
たアクティブ・ラーニングの視点に立った専門的な実践指
導能力のさらなる向上が求められる3）。教師自身が探究力
を持ち続ける存在であるべきとする、「学び続ける教員像」
を具現化する教員の養成 ·採用・研修の繋がりを重視す
る施策が推し進められ 4）、養成段階における教員としての
資質の担保・向上が一層重視されている。
　これまでも保健体育科の教員には教科指導を担当す
るにとどまらず、学校における体育や保健に関する指導
の意義を十分に認識した上で、教育活動全体を通じて
適切に指導する役割を果たし、指導展開において児童
生徒と共に生き生きとした活動を行うことが求められて
いた 5）。さらに、中央教育審議会答申（平成 27年 12月）
の「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上
について」6）には、教員の養成段階では「教員となる際
に必要な最低限の基礎的・基盤的な学修」を行うことを
認識して、実践的指導力の基礎の育成に資するとともに，
教職課程の学生に自らの教員としての適性を考えさせる
機会と、学校現場や教職を体験させる機会を充実させ
ること、教職課程に対する外部評価制度の導入や全学
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的に教職課程を統括する組織の整備を促進する必要性
が示され、学校現場の要望に柔軟に対応できる教職課
程や大学の独自性が発揮されやすい制度とするための
養成カリキュラムについても検討が求められている。
　山梨学院大学スポーツ科学部（以下、本学部とする）
は、スポーツを通じて社会に貢献できる人材の育成を
目指して創設され、保健体育の教員養成を一つの柱に
している。スポーツ科学の知と技の修得（基盤教育）
をもとに「競技スポーツコース」と「生涯スポーツコー
ス」の 2コースを設けて、トップスポーツと地域スポー
ツの好循環システムを推進していくことのできる人材
育成（専門教育）を行っている。学生は 2年次よりコー
スを選択して、それぞれのコースの専門教育科目を履
修するが、保健体育科の教員を目指す学生には 2コー
スの学びに加えて、教員免許に必要な科目を取得す
る教職課程が設けられている。つまり、これからの教
員に求められるのは、プロフェッションとしての専門
性を高めつつ、教育のパートナーとして地域の人々と
双方向の関係づくり、学校をベースとした教育改革を
図っていける資質を高めることと捉えて、専門分野で
身につけたチャレンジ精神やスポーツマンシップなど
をもった個性豊かな教員養成を理念としている注）1。
　本学では社会科・公民・商業等の教員養成が行われ
ており、教職専門科目については一定の実績と充実が図
られてきた。しかし、新たに2016 年からスタートした保
健体育科の教員養成では、上述のように社会に貢献でき
る人材養成の一環と位置づけ、教員としての基盤となる
素養と専門的な実践指導能力を育成する独自の教員養成
を遂行している。したがって、養成段階において基本的
な素養（社会人基礎力）や教育的な見識、実践的指導
力の到達レベル、学生のニーズを把握しながら、自らの
教員としての適性について考えさせる有効な機会等を整
備しつつ、教員としての資質の担保・向上を図っている。
本学部の3つのポリシ （ーディプロマ・ポリシー、カリキュ
ラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー）注）2 に即し
て進展しているが、ポリシーを実現していくにはPDCA
サイクルの考え方注）3 に基づく継続的な評価活動が不可
欠である。そこで、その第一段階として、学生の実態を
把握する本調査研究を行うこととした。
　本研究の目的は、本学部で保健体育科の教員免許取
得を目指して学修している学生の教職志向をはじめ教
師や教科等に対する捉え方やイメージ・認識などの実
態を把握して、これから履修する専門科目の内容や運
用をはじめ教職課程全般における課題を探り、養成段
階における教員としての資質の担保・向上を図かる方
略を提示して、教職課程を充実させることにある。
Ⅱ．研究方法
　本学部がスタートして 1 年半を経過した。現在、1
年次及び 2年次の学生が在籍しており、教養教育の総
合基礎教育科目や外国語教育科目を履修し、2 年次の
学生は専門教育科目（基礎）の学修を開始している。
教員を志向する学生には教職専門科目として 1年次よ
り履修する教育課程が設けられているので、2 年次に
はほぼ教員免許状の取得有無を確定することになる。
　そこで、教員を志向している学生の割合や実践指導能
力等の実態を捉えて、進捗状況や課題を検討するために
質問紙集合調査を行った。対象者は本学部に所属する1、
2年次の学生全員329名（男子 213名、女子116名）で
ある。調査実施日は2017年7月の前期試験前に設定した。
　調査内容は、調査時点での①自分の「めあて」の有
無とその内容（記述）、②教職への志向程度並びに保健
体育の教科と教師に対する捉え方（14項目）、③保健体
育科の教師についてのイメージ（記述）、④中学校保健
体育における体育分野の内容について指導する自信度
（8項目）、⑤教員採用試験に向けて必要な対策（12項目）
である。①の「めあて」は学生の生活や意識を規定し、
生活を能動的・自律的にする、いわゆる未来展望を持
つ割合とその内容を把握する項目である。②、③の項
目は教員への志望割合と保健体育の教科と教師につい
てどのように捉えているかであり、④は教員になるため
に必要な対策についての認知度を把握する内容である。
②の 14 項目および⑤の 12 項目については杉山ら 7）の
学生に自己点検させる内容を参考にして作成した。
　回答方法は、①では自分の「めあて」の有無を回答
させ、「もっている」と回答した学生には、その内容
を記述させた。③も自由記述であり、保健体育教師を
何かに「たとえ」させ、その理由も記述させた。②④
⑤の項目については 5段階評定である。例えば、②で
は「保健体育教師になりたい」に対して「全くなりた
くない」、「なりたくない」、「どちらともいえない」、「な
りたい」、「とてもなりたい」の選択肢の評定であり、
同様に④⑤も 5選択肢の評定である。
　分析方法は、まず、質問項目の妥当性を確認するため、
①③についてα信頼係数の分析を行って、本尺度の内的
整合性を確認した上で解析した。そして、選択肢を用い
た項目については学年・性別に回答割合を算出した。さ
らに、①の教職の志向の5段階評定における「とてもな
りたい」、「なりたい」を選択した回答を教師志望群とし、
「どちらともいえない」を中間群、「なりたくない」、「全く
山梨学院大学  スポーツ科学研究，第１号，33 - 42，2018
34
なりたくない」を非志望群とする3群に分けて検討した。
　解析には統計処理ソフト SPSS 25.0 for Windows を
用いた。属性や教職志望の 3 群間の検討にはχ 2 検定
を用いて、統計的な有意水準を 5％とした。記述内容
の分析にはKJ 法を用いて内容を類別し構造化した。
　なお、本研究は山梨学院大学の倫理審査委員会の承認
（山学倫審発第 29-004 号）を得て行い、研究目的の説明
並びに結果の公表には個人を特定できないよう情報を秘
匿することを告げて、調査への協力を依頼し実施した。
Ⅲ．結果
1．「めあて」をもつ割合とその内容
　自分の「めあて」を「もっている」と回答した割合
を表 1-1に示した。「めあて」を「もっている」とする
回答割合は 1年次で 76.6％、2年次で 55.2％であり、2
年次は 1年次に比べて 21.4％少なかった。学年間にお
いて顕著な差を認めた（p<0.01）。また、1年次の女子
は男子に比べて13.4％多く、有意な差を認めた（p<0.05）。
　「めあて」をもつとした回答者が記述した内容を類
別した事項を表 1-2 に示した。「めあて」の記述内容
を分類すると、「教師志向」、「スポーツ関連の職業、
指導者」、「競技の目標達成・技能向上」、「日々の充
実」、「スポーツと学びの両立」、「プロスポーツ志向」、
「スポーツ文化に貢献」の大きく 7 つに分けられた。
「教師志向」が 1、2 年次ともに最も多く、それぞれ
33.1％、43.6％であり、「スポーツに関連する職業・指
導者」は 18.0％、10.3％であった。各学年ともに両者
を合わせると大学卒業後の職業や進路という記述が半
数以上を占めていた。次に、一日一日を充実して過
ごす「日々の充実」であり 1、2 年次それぞれ 12.9％、
23.1％、スポーツ活動と学業とを両立させる「スポー
ツと学びの両立」14.4％、9.0％であった。さらに、現
在取り組んでいる「競技の目標達成・技能の向上」は
17.3％、10.3％、「プロスポーツ志向」は 1、2 年次と
もに 3％台であり、スポーツに特化した記述であった。
また、男子は「教師志向」「スポーツ関連の職業・指
導者」「プロ志向」のように卒業後の進路に関する内
容が多く、女子では「日々の充実」「スポーツと学び
の充実」「競技の目標達成・能力向上」のように現実
の生活や目前の課題に関する内容が多かった。
2．保健体育教師の志望割合
　保健体育教師を志望する割合を図 1に示した。保健
表１-1　自分の「めあて」について 表1-2　「めあて」の内容・類型別一覧
（％）
もっている もっていない
１年生
男子（n=124） 72.1 27.9 *2）
女子（n=62） 85.5 14.5
　計（n=186） 76.6 23.4 **1）
2 年生
男子（n=89） 55.1 44.9
女子（n=54） 55.6 44.4
　計（n=143） 55.2 44.8
総　計
男子（n=213） 64.9 35.1
女子（n=116） 71.6 28.4
　計（n=329） 67.3 32.7
chi-square test :  ** p< 0.01  1）学年間、　* p< 0.05 2）性差
大分類 小分類 1年生 2年生
％ ％
教師志向 33.1 43.6
教員免許の取得
教員になる
教員になりたい（願望）
教師としてスポーツ指導
スポーツ関連の職業 · 指導者 18.0 10.3
教員かスポーツ指導者
公務員でスポーツに関わる
スポーツ関連の職業・指導者
プロスポーツ志向 3.6 3.8
プロプレーヤー
競技の目標達成 · 能力向上 17.3 10.3
スポーツで結果を出す
スポーツ技能向上・強くなる
日々の充実 12.9 23.1
日常的な目標達成
スポーツをやりたい・やり遂げる
目標・夢を大切にする
スポーツと学びの両立 14.4 9.0
クラブと勉強の両立
学びと経験・向上
スポーツ文化に貢献 0.7 0.0
スポーツ文化に貢献
図１　保健体育教師を志望する割合
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体育教師に「とてもなりたい」と「なりたい」を加え
た回答割合は 1 年次男子 59.6％で最も多く、次に 1 年
次女子 53.8％、2 年次男子 47.7％、2 年次女子 41.9％
の順であった。志望する割合は 2年次に比べて 1年次
の方が多く、また、何れの学年も女子に比べて男子の
方が多かったが顕著な差を認めなかった。
3．保健体育科の教科と教師について
（1）保健体育教師に対する隠喩・イメージ
　保健体育教師を何かに「たとえ」させ、その理由を
記述する設問には、184 名（記述率 55.4％）の回答を得
た。KJ法によって記述内容を類別した結果を表 2-1に
示した。保健体育教師の「たとえ」を分類すると、「自
然・特定状況」、「生き物」、「情報・ソフトとハード」、「物
品」、「エネルギー源」、「人間・固有名詞」、「状態」と
命名できる7つに大別できた。「たとえ」には、太陽、炎、
夏等の記述については「自然・特定状況」と命名した。
その割合が 1、2年次ともに最も多く、それぞれ 33.9％、
39.4％であり、その理由には熱い、明るい、元気等を意
味する内容が記されていた。次に、友達、親、アスリー
トなど人間や人間関係、職能を示す「たとえ」であった
ので「人間・固有名詞」と命名し、1、2年次それぞれ
27.1％、19.7％であり、理由には親しみやすい、優しさ
と厳しさ等が理由に挙げられていた。保健体育教師の
「たとえ」は、「自然・特定状況」と「人間・固有名詞」
の 2つの大分類で記述の半数以上を占めていた。また、
「物品」はロボット、スマホなどを類別した「文具・遊具」
と「家電・機械」という小分類から構成され、1、2年
次それぞれ 18.6％、19.7％であった。しっかりしている、
いろいろなことができるなどの理由が記されていた。同
様に、鬼などの「想像物」とライオンなどの「動植物」
から構成された「生き物」は11.0％、13.6％であり、そ
の理由は、恐い、最強、声が大きいなどであった。さらに、
情報（物）・メディアなどからなる「情報・ソフトとハー
ド」、食べ物や栄養ドリンクなどの「エネルギー源」、楽
しい時間などの「状態」であった。男子は「物品」と
「生き物」の 2大分類で 51.8％、女子では「自然・特定
状況」、「人間・固有名詞」で 69.4％を占めており、教
師のイメージに違いがみられた。男子ではしっかりした
怖いイメージ、女子では明るく親しみやすいイメージで
あった。全体的には、保健体育教師に対するイメージは、
主に、熱心で、明るく、健康で、慕われる人、かつ専
門的な人であり、さらに、恐い一面もあるなどであった。
（2）教科と教師に対する捉え方
　保健体育の教科や教師についての14項目に「全く思
わない」と「そう思わない」との回答を合わせた学年・
教師志望群別の割合を表 2-2に示した。杉山らの質問項
目は保健体育の教科や教師についての誤った捉え方を
内容に取り上げている 7）。したがって、回答割合が高い
ほど望ましい捉え方や理解をしている学生が多いと判断
できる。1年次の志望群における「体育の授業では、上
手な生徒と上手でない生徒とを常に同じグループにすべ
表2-2　保健体育の教師と教科について
表2-1　保健体育教師の「たとえ」の記述内容
大分類 小分類 １年生 ２年生
% %
自然・特定状況 33.9 39.4
自然 · 環境、現象
特定の場所 · 状況
生き物 11.0 13.6
想像物
動植物
情報・ソフトとハード 4.2 6.1
ニュース · 情報物
情報 · メディア
教科 · 教科書
流通 · 情報、物
物品 18.6 19.7
文具 · 遊具
家電 · 機械
エネルギー源 5.1 0
食べ物 · 栄養ドリンク
筋トレ
エネルギー
人間・固有名詞 27.1 19.7
人名 · 地名
人間 · 関係
人間 · 特徴、職能
状態 楽しい時間 0 1.5
１年生 ２年生 総計
非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群
% % % % % % % % %
保健の授業は、無くてもよい 100 97.7 98.2 95.5 94.3 100 97.5 96.2 98.9
体育の授業では、運動の楽しさよりも技能の習得を重視すべき 91.7 88.6 93.6 97.7 91.4 98.5 95.0 89.9 95.4
保体教師は、授業よりも運動部の指導に力を注ぐべき 83.3 90.9 94.5 90.9 94.3 95.4 87.5 92.4 94.8
上手くできない例は、運動の苦手な生徒をモデルに理解させる 91.7 90.7 94.5 95.5 88.6 92.3 93.8 89.7 93.7
できない生徒には、叱咤激励の言葉が最良の方法である 86.1 88.6 90.8 97.7 94.3 95.4 92.5 91.1 92.5
保体教師は、運動会などの体育的行事を担当しなくてもよい 86.1 84.1 87.2 81.8 91.4 95.4 83.8 87.3 90.2
保体教師とスポーツクラブの指導員は、ほぼ同様な仕事をしている 77.8 84.1 89.9 97.7 85.7 89.2 88.6 84.8 89.7
保健体育の教科は、他の教科の先生でも十分指導できる教科である 83.3 81.8 84.4 95.5 88.6 93.8 90.0 84.8 87.9
保体教師は、保健の授業よりも実技の指導に重点をおくべき 69.4 81.8 78.9 75.0 76.5 84.6 72.5 79.5 81.0
保体教師は、専門以外の運動部活動を指導すべきでない 63.9 79.5 75.2 75.0 88.6 86.2 70.0 83.5 79.3
保体教師は、生徒指導を担当しなくてもよい 69.4 72.7 75.2 70.5 68.6 86.2 70.0 70.9 79.3
保健の授業では、健康に関する知識の理解よりも習慣形成を重視すべき 69.4 59.1 77.1 63.6 57.1 76.6 66.3 58.2 76.9 **
保体教師は、必ず運動部活動を担当すべき 61.1 56.8 52.3 63.6 57.1 58.5 62.5 57.0 54.6
体育の授業では、上手な生徒と上手でない生徒とを常に同じグループにすべき 50.0 58.1 49.1 63.6 57.1 61.5 57.5 57.7 53.8
　％　：「全く思わない」+「思わない」を合わせた回答割合 chi-square test ： ** p <0.01 教師志望群間
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き」が 49.1％の1項目を除き、他の13項目の回答割合が
50％以上であった。1、2年次を合わせた総計でみると、
志望群では、「保健の授業は無くてもよい」、「体育の授
業では、運動の楽しさより技能の習得を重視すべき」、「保
健体育教師は、授業よりも運動部の指導に力を注ぐべき」、
「上手くできない例は、運動の苦手な生徒をモデルに理
解させる」、「できない生徒には、叱咤激励の言葉が最良
の方法である」、「保健体育教師は、運動会などの体育行
事を担当しなくてもよい」が 90％以上であった。次に、「保
健体育教師とスポーツクラブの指導員は、ほぼ同様な仕
事をしている」、「保健体育の教科は、他の教科の先生で
も充分指導できる教科である」、「保体教師は、保健の授
業より実技の指導に重点を置くべき」が80％台であり、「保
体教師は、専門以外の運動部活動を指導すべきでない」、
「保体教師は、生徒指導を担当しなくてもよい」、「保健の
授業では、健康に関する知識の理解よりも習慣形成を重
視すべき」の3項目が70％台であった。「保健体育教師は、
必ず運動部活動を担当すべき」、「体育の授業では、上手
な生徒と上手でない生徒とを常に同じグループにすべき」
の2項目は50％台であったが、「保健の授業では、健康
に関する知識の理解よりも習慣形成を重視すべき」で志
望群が他の2群に比べて高く、頭著な差を認めた（p＜
0.05）。また、中間群、非志望群においても同様の傾向を
示した。80％以上を示した項目が志望群の1年次 8項目
に比べて2年次で11項目と2年次の方が多かった。　
4. 保健体育科の領域内容を指導する自信
　中学校保健体育科の体育分野の領域内容について指
導する自信を 5 段階選択肢で評定させた。「全く自信
がない」と「自信がない」を合わせた学年・志望群別
の割合を図 2に示した。1、2年次の志望群の割合は「ダ
ンス」では、それぞれ 78.0％、61.5％であり、他の内
容に比べて最も高かった。次に、「武道」であり、それ
ぞれ55.6％、50.8％であった。「体育理論」「器械運動」「水
泳」の割合は 40％台であり、「陸上競技」「体つくり運動」
は 20～ 30％であった。「球技」が最も低い割合であり、
2年次の志望群で 9.2％であった。また、「ダンス」と「武
道」は中間群と非志望群でも50％を超える割合であり、
学生の半数以上が「自信がない」と回答していた。さ
らに、2年次の非志望群では「器械運動」61.4％、「陸
上競技」61.4％であり、他の 2群に比べて高かった。
5. 教職に必要な情報や学びについて
　教職に必要な情報や学びについての必要性を 5段階
選択肢で評定させた。「必要である」と「とても必要
である」を合わせた学年・志望群別の割合を表 3に示
図２　体育分野の領域内容について指導する自信　　　（％：「全く自信がない」+「自信がない」を合わせた回答割合）
表 3　教職に必要な情報や学び
１年生 ２年生 総計
非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群
% % % % % % % % %
出身校の先生から教職に関する情報やアドバイスを得る 88.9 90.9 93.5 86 85.7 93.8 87.3 88.6 93.6
大学 2年生から教員採用試験に備える 80.6 77.3 91.7 76.7 68.6 87.7 78.5 73.4 90.2 *
社会や政治の動向を広く知るようにする 80.6 84.1 87 88.4 82.9 90.8 84.8 83.5 88.4
自分の専門種目の技能を高める 88.9 84.1 82.6 72.1 62.9 86.2 79.7 74.7 83.9
「介護等の体験」で学ぶ（学んだ 75 65.9 76.9 76.7 80 87.7 75.9 72.2 80.9
スポーツに関わる今日的課題の解決方法を言えるようにする 72.2 70.5 73.1 74.4 62.9 89.2 * 73.4 67.1 79.2 *
学校教育で取り上げられていないスポーツを学ぶ（学んだ） 66.7 68.2 63.9 62.8 65.7 75.4 64.6 67.1 68.2
教職に関する情報収集にはインターネットなどを活用する 75 59.1 66.7 55.8 57.1 70.8 64.6 58.2 68.2
よい教師とは、どんな教師かを言えるようにする 75 65.9 63 62.8 54.3 72.3 68.4 60.8 66.5
大学の就職・キャリアセンターの行事や情報講座等を活用する 77.8 68.2 64.8 46.5 50 66.2 60.8 60.3 65.3
大学外のセミナーや講習会を活用する 75 59.1 62 51.2 54.3 61.5 62 57 61.8
映画や音楽、ダンスなどを見たり聞いたりする 66.7 52.3 56.5 44.2 45.7 63.1 54.4 49.4 59
％ ： 「必要である」+「とても必要である」を合わせた回答割合 chi-square test ： * p <0.05   教師志望群間
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した。1、2 年次の志望群の割合は「出身校の先生か
ら教職に関する情報やアドバイスを得る」が最も高く、
それぞれ 93.5％、93.8％であった。最も低いのは「映
画や音楽、ダンスなどを見たり聞いたりする」であり、
それぞれ 56.5％、63.1％であった。必要性があるとす
る回答割合が 70％以下の項目が 1 年次の志望群で 6
項目であるのに対して、2 年次の志望群では 3 項目で
あり、2 年次の方が多かった。また、「大学 2 年生か
ら教員採用試験に備える」、「スポーツに関わる今目的
課題の解決方法を言えるようにする」は志望群が他の
2群に比べて高かった（p＜ 0.05）。
Ⅳ　考察
　調査対象者は調査実施日に不在であった学生を除く
1、2 年生であり、ほぼ全員から回答が得られ、本学
部の学生の実態を反映しているといえる。本調査の目
的は、本学部の保健体育の教員養成の課題を明らかに
し、教員としての資質の担保・向上を図る方略を提示
することにある。
　自分の「めあて」を持っているとの回答が全体で
70％弱であった。めあて・目的は未来展望を意味する。
未来展望はその時の個人の気分や行動に深い影響を及
ぼすとされ、未来への希望が現在の生活に与える影響
の重要性が指摘されている 8）。「めあて」は現実の生
活を規定し牽引するものと考えると、学生の 3割強が
「めあて」を持っていないということは大きな問題と
いえよう。学年別では、2 年次で 55.2％であり、1 年
次に比べて 21.4％低かった。2 年次で低いのは、1 年
半の経過の中で生じたのか、集団のもつ特性なのか、
継続的な分析が必要であろう。また、本来、時間的展
望体験尺度によって目的指向性、希望、現在の充実感、
過去の受容の 4因子 9）から検討されているが、本調査
では、時間的展望における未来の側面を示す未来展望、
あるいは目的指向性因子が意味する内容を端的に示す
質問として設定した。設問自体の影響や限界性につい
て検討が必要であろう。ただし、大学 1年生を対象に
した「卒業までの目標の有無」についての調査では、「あ
る」とする回答が 76.2％であったとの報告がある 10）。
本調査における 1年次の回答割合に近似しており、本
調査の対象者が特異な集団でないことが示唆される。
また、大学 1年生の授業意欲が学年進行に伴って段階
的に低下するとの報告がある 11）、 12）。本調査でも 2 年
次で「めあて」を持っている割合が減少していた。単
純に「めあて」と授業意欲とを同一視できないが、大
学入学後に「めあて」や授業意欲が持てなくなる状況
が生じていると推察できる。一方で、本調査では、男
子に比べて女子の方が「めあて」を持っている割合が
多く、上記の報告においても同様な結果が示されてい
る。学年進行にしたがって、めあての減少がみられる
要因を探り、改善していく取り組みが必要とされる。
　社会的にも進路選択や就職といった生涯発達におい
て問題時期にある青年期を対象とした時間的展望につ
いての研究が精力的に行われている。そして、大学生
の時間的展望の様相が時代の変遷にしたがって異な
り、近年、未来への展望が描きにくくなっており、目
標指向性や希望が低くなっているとの報告がある 13）。
リスク社会やポストモダンと呼ばれる時代に生きる若
者たちの内在的かつ社会文化的な視点を踏まえた分析
の必要性が提起されている。しかし、そのことを踏ま
えつつ、これまで以上に学生が目的指向性、「めあて」
を持てるような状況づくりが問われているといえる。
例えば、目的指向性の獲得には進路選択に対する自己
効力感、つまり将来の行動の遂行の確信度を高め、将
来の見通しを持つことが関連していたり、過去を過去
として受容し現在や未来につながるものとして捉える
ことが将来の希望が高く将来目標を持てたりすると報
告されている 14）。さらに、青年の未来展望の形成に
はモデルとなる他者との出会いを契機として、他者と
の関係に自分なりの意味付けをしていくことも重要と
されている 15）。それらの状況づくりを如何に創り整
備していくか、本学部において具体的な方策が必要と
されよう。例えば、野外活動で実施しているアウトド
ア・スポーツなどは学生の交流や効力感を高めるのに
有効である。優れた環境や地域性をもつ本学部の特徴
を活かした独自のカリキュラムを開発していくなどの
工夫や試みが求められる。そのことは同系列の大学と
の区別化にも繋がろう。
　一方、「めあて」をもっていると回答した学生が記述
した内容は大きく7つに分類でき、「教師志向」「スポー
ツ関連の職業・指導者」等のスポーツに特化した内容
であった。本学部の教育理念や基本的な方針と合致し
ており、修学の目標になっているといえよう。青年期
は自分の人生目標が設定されるにつれて、手段と目的
の構造が確立され、目標とその達成のための必要な活
動が明確に把握される。下位目標が上位目標の達成の
ための道具的な価値をもつようになる 16）。男子では卒
業後の進路に関する内容が多く、女子では「日々の充実」
のような現実の生活や目前の課題についての記述が多
かった。例えば、卒業後の進路を上位目標とし、現実
の生活や面前の課題についての記述内容を下位目標と
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捉えてみると、男子では下位目標にあたる手段を、女
子では上位目標である目的を明確に持っているかが問
われる。「めあて」を持っている学生には、手段と目的
の構造を意識し実践できるような支援体制づくりが求
められる。何れにしても、学生の一人ひとりが「めあて」
を持ち、その目標の内容や位置づけを明確にして修学
していける状況づくりを授業やガイダンス、行事など
あらゆる機会を通じて行う必要があるといえよう。
　冒頭で述べたように、本学部はスポーツ界の好循環
システムに貢献する人材養成を目指している。教員養
成は一つの柱であるが、保健体育教師を志望する学生
が 5割以上存在しており、高い割合を示しているとい
えよう。志望割合は1年次より2年次で約1割少ない。
上述したように、入学後に「めあて」や授業意欲が徐々
に減退することに関連しているのか、3、4年の上級生
がいない等の対象集団の特性なのか判断できない。た
だし、教職課程ガイダンス等々で、教員採用の厳しい
現実や教員に求められている重責を理解する中で、志
望を見直し、新たな展望を描こうとしているのかもし
れない。中学校では 2020 年度、高等学校では 2021 年
度にそれぞれ定年退職数のピークを迎え、教員採用に
ついては中学校においては 8814 人をピークに下降に
転じると予測されている。保健体育科の教員採用では、
厳しい現実にさらに拍車がかかることになる。保健体
育科の免許を取得できる大学は 200 を越しており、就
職できる確率は将来的に低いものになると指摘されて
いる 17）。教員養成大学では、保健体育科教員として採
用される学生の質の保証や小学校免許を含めた複数免
許取得などを強化することで対応しようとしている。
本学部でも検討していくべき課題であるが、まず、本
調査結果を踏まえて、3 年次、4 年次と学年が進行す
るにしたがって、目標や教員志望の割合の変動を捉え
ながら、適切なキャリアガイダンスを展開していくこ
とが求められる。例えば、強い意志をもって教師を志
望する学生に対しては少数精鋭での専門講座開設など
の手だてをはじめとする継続的なサポートが必要にな
ろう。その際、学生が抱いている保健体育教師像を描
き直す作業が重要である。本調査では、学生のもつ保
健体育教師イメージを明らかにするために、何かに「た
とえ」させるレトリックを使用した。概念としてでは
なく、イメージとしてつかんでいる認識内容を共有化
しようとするときに有効な手段と考えたからである。
「たとえ」の分析から、熱心で、明るく、健康で、慕
われる人、かつ専門的な人であり、一面、恐いという
表面的な教師像をもっていると捉えることができた。
学校教育を担う教員の資質能力に注視させ、求められ
ている教員像を描かせるプロセスが必要である。その
ことを通して、新たな目標を創り上げ、生活を牽引し
ていく「めあて」にしていくサポートが必要である。
実践的な体験学習や、学校現場に多く関われる独自の
インターンシップ制度の検討が求められよう。
　また、本調査では保健体育の教科と教師について杉
山らの 14 項目 7）を用いた。多くの項目で杉山らが提
示している一般的な教科・教師観を持っていることが
推察できた。ただし、「保健体育教師は、必ず運動部
活動を担当すべきだ」と「体育の授業では、上手な生
徒と上手でない生徒を常に同じグループにすべきだ」
の 2 項目の回答割合が 50％台であった。技能レベル
に応じた層別集団で指導を有効とする指導観は、運動
部の指導者が強く持つ一面と考えられ、そのことに影
響されていると思われる。つまり、運動部の指導者で
あることを優先する教師像が垣間見られる。教科と部
活動との指導の優先順位など、最も根幹となる部分で
の教師像の見直し作業が必要である。ただし、1 年次
より 2年次の方が総じて回答割合が高く、高い割合ほ
ど基本的な捉え方をしている学生が多いので、その割
合が 2年次の教職を志望する学生で高く、着実に学修
成果が表れていることが示唆される。
　教師を志望する学生の約 6～ 8割が「ダンス」と「武
道」の指導に「自信がない」と回答していた。1 年次
における「ダンス」では約 8 割を示した。1 年次でダ
ンスは受講していないが、今後の実技実習等によって
解決すべき重要な課題といえよう。ダンスの指導につ
いては、指導者の経験不足、実技能力の不足、ダンス
に関する知識不足がダンス指導の実施を妨げていると
報告されており 18）、教員養成大学におけるダンス領域
の科目履修の重要性が指摘されている19）。特に、「武道」
については女子に、「ダンス」については男子に著し
く苦手意識があると報告されている 20）。平成 20 年度
から中学で必修化された「ダンス」と「武道」に対し
て苦手意識があることは、体育科教育全体に関わる大
きな課題といえる。「ダンス」や「武道」については
興味関心を抱かせる工夫が必要であり、大学における
他の種目に増して指導法の充実が求められている 21）。
まず、学生が個々のスポーツ種目の持つ特質や魅力に
触れて、初心者・被指導者としての感覚や、得られた
技能を客観視することを通して、自らが指導する際に
活かせるような環境を意図的につくっていくことが求
められよう。一方で、教員志望群における「自信があ
る」とする種目は、「球技」「体つくり運動」「陸上競技」
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であった。専門競技としての経験者が多いことや、得
意種目であると推察できる。しかし、科学的な理論に
基づき初歩から高度なレベルまで対応できる指導法を
獲得できているのか、主観的な判断をより客観性のあ
る評定によって明らかにしたい。科学的な原則に基づ
き個々に対応した指導ができるという根拠のある「自
信」であるのか、学生自身が客観的に把握する場や機
会を設けなければならないといえる。このことは本学
部の目標そのものに関連しており、保健体育の教師を
目指している学生だけでなく、学部の学生全員に課さ
れるべきことである。
　教職に必要な情報や学びについての回答では、「出
身校の先生からの情報やアドバイス」、「大学 2年から
教職試験に備える」が上位であった。入学間もない 1
年・2 年の教職に向かう率直な心境であり、高校まで
関わられた教師への信頼と厳しい教員採用の現状を理
解していると推測できる。また、「自分の専門種目の
能力を高める」も 8割以上の回答割合であった。杉山
らの意見では低い回答を妥当としている 22）。自分の
専門とする種目の競技力を高めることは、他の種目の
指導にも生かせるが、体育の授業は技能の向上のみを
目的としないとの考えに基づいている。学生は専門の
競技力を重要と考えているが、教師としての全般的な
資質・能力の向上の一端を担っていると捉えていれば、
決して消極的に捉える必要はないと考える。逆に、自
分の専門種目の技能を高めていくには多様な種目にお
ける科学的な取り組みに学び、専門種目に活かしてい
くという発想が必要であろう。このことは多様な種目
の実践的指導力の向上にもつながり、教職課程に関わ
る学生、教員等で共有すべきことと考える。
　「映画や音楽、ダンスなどを見たり聞いたりするこ
と」は最も低く、学生の約半数しか必要であると回答
していなかった。保健体育教師に求められる「豊かな
教養」は、中教審答申でも繰り返し提起され、引き続
き要請されていることである 23）。社会・文化的な教
養の広がり、深まりは、身体やスポーツ文化の洞察に
も影響して、一層、教職と教科の存在価値についての
認識を深めることになる。そのことを学生が実感でき
るような手立てを積極的に設けていかなければならな
いだろう。例えば、成果を上げている介護等体験のよ
うに、新たな気づきや驚き、感動を得られることに多
く触れさせることである。2 年次の教師志望群は非志
望群や中間群に比べて、教職に対する必要な情報や学
びの全項目で最も高い割合であった。すでに、その成
果といえる結果を得ていると捉えることができる。特
に、学生が高い関心をもっていた「介護等体験」、「ス
ポーツの今日的課題の解決方法」、「良い教師とは」な
どは教職科目や専門の保健体育科教育、さらにスポー
ツ科学を本格的な学びとして臨み始めた成果の現れと
みることができよう。
Ⅴ．結語
　本研究は、本学部で保健体育科の教員免許取得を目
指して学修している学生の教職志向をはじめ教師や教
科等に対する捉え方やイメージなどの実態を把握し
て、教職課程全般における課題を探り、養成段階にお
ける教員としての資質の担保・向上を図る方略を提示
することを目的とし、1、2 年次の学生を対象に質問
紙による調査を行った。その結果、以下の知見を得た。
1） 自分の「めあて」を持っているとの回答が全体で
7割弱であり、2年次は 1年次に比べて約 2割少な
く、学年間に顕著な差を認めた。
2） 「めあて」の記述内容を分類すると、「教師志向」、
「スポーツ関連の職業、指導者」、「競技の目標達成・
技能向上」、「日々の充実」、「スポーツと学びの両
立」、「プロスポーツ志向」、「スポーツ文化に貢献」
の大きく 7 つに分けら、「教師志向」が 1、2 年次
ともに最も多く、「スポーツに関連する職業・指導
者」を合わせると、大学卒業後の職業や進路が半
数以上を占めた。ただし、女子では、男子に比べ
て現実の生活や目前の課題に関する内容が多く、
違いがみられた。
3） 保健体育教師を志望する学生が 5 割前後存在して
おり、2 年次は 1 年次に比べて約 1 割少なく、男
子の方が女子に比べて多い傾向にあった。
4） 保健体育教師イメージは、「たとえ」の分析から、
熱心で、明るく、健康で、慕われる人、かつ専門
的な人であり、さらに、一面恐いというイメージ
であった。
5） 学生は保健体育の教科と教師について一般な捉え
方をしているが、運動部の指導者であることを優
先する一面もみられた。
6） 教師を志望する学生の約 5～ 7割が「ダンス」と「武
道」の指導に「自信がない」と回答しており、一方、
「球技」では 1 ～ 2 割と最も少なく、2 年次の方が
1年次に比べて少なかった。
7） 教職に必要な情報や学びについて「出身校の先生
からの情報やアドバイス」、「大学 2 年から教職試
験に備える」などを認知していたが、「映画や音楽、
ダンスなどを見たり聞いたりすること」は最も低
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く、学生の約半数が必要ないとしていた。
　以上のことから、教職を志望する学生が教職科目や
専門の保健体育科教育、さらに本格的なスポーツ科学
の学びによって、教職と教科の存在価値を認識し始め
ていることが把握できたが、次のような課題を検討し
ていく必要性が提起された。
　第一に、学生が目的指向性、「めあて」を持てるよ
うな状況づくりである。優れた環境や地域性をもつ本
学部の特徴を活かした独自のカリキュラムを開発して
いき、学生の一人ひとりが「めあて」を持ち、修学し
ていく状況づくりを授業やガイダンス、行事などあら
ゆる機会を通じて行っていくことである。さらに、学
生のニーズを的確に捉えながら、適切なキャリアガイ
ダンスを展開してことである。
　第二に、学生が抱いている表面的な教師像を創り変
えていくことである。これは教科や部活動との指導の
優先順位など、最も根幹となる部分での見直し作業で
あり、学生が実感的に創り直していくために、学校ボ
ランティアを含む実践的体験学習や独自のインターン
シップ制度の整備が求められる。
　第三に、保健体育科体育分野における個々の領域内
容の実践指導能力を育成する環境づくりである。個々
のスポーツ種目の持つ特質や魅力に触れて、初心者・
被指導者としての感覚や、得られた技能を客観視する
ことを通して、指導能力の向上を図っていくことの共
有化が求められる。
注釈
注）1． 山梨学院大学スポーツ科学部設置の趣旨「教員養成の理
念及び目標と計画」
注）2．同上　「スポーツ科学部において養成しようとする人材」
　ディプロマ・ポリシー
　　①把握する力（知識・理解）
　　　 スポーツ科学の学際的知識（人文科学・社会科学・自然
科学）をもとに幅広い教養と豊かな人間性を身に付け、
複合的な視点から社会を捉えることができる。
　　②考え抜く力（判断・思考）
　　　 体系的にスポーツに関する理論を学ぶことによって修得
した社会人基礎力を基に、スポーツの実践場面で論理的
思考に基づき批判的・創造的な判断ができる。
　　③挑戦する力（関心・意欲）
　　　 高いスポーツ競技力や運動能力を身に付けるとともに、
修得した競技スポーツや生涯スポーツの実践に有用な専
門的な知識や技能を生かして、主体的に自己および社会
を向上させようとする意欲を持つ。
　　④協調する力（態度・倫理）
　　　 競技スポーツや生涯スポーツを学ぶことで、多様な価値
観に配慮しながら全人的なバランスのとれた態度で周囲
に働きかけ協調することができる。
　　⑤行動する力（発信・表現）
　　　 培った力を他者や社会のスポーツや体育、健康に関わる
今日的課題の解決に活かすことができる。
　カリキュラム・ポリシー
　　編成方針
　　① 一般教養科目を幅広く履修できるための科目を設置す
る。〔総合基礎教育科目、など〕
　　② 専門教育科目を幅広く履修できる科目を設置する。〔専
門教育科目「共通科目」、など〕
　　③ スポーツ実技科目を幅広く履修できるための科目を設置
する。〔専門教育科目「共通科目」など〕
　　④ 各人の興味・関心や将来設計に応じて、より発展的な専
門科目を総合的に履修できるための科目を設置する。
　　⑤ ④を踏まえて、卒業後の進路と大きく関連する専門科目
を重点的に履修できるための科目を設置する。〔専門教
育科目「キャリア形成科目」〕
　　⑥ 開設科目をできる限り精選し、意味のある科目を効率よ
く履修できるようにする。
　　⑦ 各人の興味・関心や将来設計に応じて、個性を活かした
履修計画を立てられるようにする。
　　⑧ 学習意欲を喚起するために、できる限り少人数による授
業を設置する。
　　⑨ 学年進行に合わせて（レディネスに合わせて）授業を履
修できるようにする。
　　到達目標
　　① スポーツ科学の学際的知識（人文科学・社会科学・自然
科学）をもとに幅広い教養と豊かな人間性を身に付け、
複合的な視点から社会を捉えられるようになる。
　　② 体系的にスポーツに関する理論を学ぶことによって、学問
知と実践知・経験知を融合し、スポーツの実践場面で有
用な論理的思考や創造的判断ができるようになる。
　　③ 高いスポーツ競技力や運動能力を身に付けるとともに、
修得した競技スポーツや生涯スポーツの実践に有用な専
門的知識や技能を活かして、主体的に自己および社会を
向上させようとする意欲を高める。
　　④ 競技スポーツや生涯スポーツを学ぶことで、社会の多様
な価値観に配慮し、地域社会等と連携を図りながら、全
人的なバランスのとれた態度で周囲に働きかけ協調する
ことができる。
　　⑤ 培った力を他者や社会のスポーツや体育、健康に関わる
今日的課題の解決に活かすべく、社会人基礎力（前に踏
み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チー
ムで働く力（チームワーク））を身に付ける。
　アドミッション・ポリシー
　　① 大学での学びにつながる基礎学力、運動能力を備えてい
る人。
　　② スポーツや体育、健康に関わる今日的な課題を多角的に
捉え、判断し、表現することができる人。
　　③ 周囲と協働しながら、以下に示す課題を達成しようとす
る人。
　　（1） 授業やスポーツクラブの活動をとおして、競技力や運
動能力をさらに高めること。
41
　　（2） 授業やスポーツクラブの活動をとおして、スポーツ科
学の“知と技”（指導能力、研究能力、科学的サポート
能力、マネジメント能力など）を実践的に身に付ける
こと。
　　（3） 大学生活で得た学修成果を、国内外のさまざまなスポー
ツ関連分野において活かすこと。
注）3． 計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→改善（Act）
という 4 段階の活動を繰り返し行なうことで、継続的に
プロセスを改善していく手法
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